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１．はじめに 

従来,トンネル覆工の点検は遠望目視(日常点検)

に加え,近接目視および打音点検等(詳細点検)が実

施され,覆工の変状や補修履歴が蓄積されている 1).

一方,最近では点検作業の効率化,点検データの電子

化,点検データの蓄積の継続性およびそれらの人的

誤差の抑止を図るため,高性能計測技術による撮影

点検技術が開発され導入されている.撮影点検は特

に新設トンネルの初期点検において,有効であると

考えられる.しかしながら,既に詳細点検データが継

続的に蓄積されている場合,撮影点検結果と詳細点

検結果の整合性について検討した事例は見当らない.

そこで,本報告は撮影点検の有効性を把握するため,

撮影点検結果と詳細点検結果とを比較し,その整合

性について検証したものである. 

２．撮影点検手法および詳細点検手法 

撮影点検の状況を写真1に示す.撮影点検は1回/5

年の頻度で実施し,スプリングラインより上部の覆

工表面を高性能計測技術(アルゴンレーザ,3CDD デジ

タルビデオカメラ等)により,50km/h 以上で走行しな

がら撮影し,取得した覆工画像から変状を机上で判

定するものである.なお,画像処理では幅 0.5mm 程度

のひび割れ幅を認識できる仕様としている.詳細点

検の状況を写真 2に示す.詳細点検とは、１回/5年の

頻度で実施し,覆工内表面からの近接目視,触診およ

び打音検査によって覆工の健全性を把握するもので

ある. 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．覆工点検の健全度評価システム 

覆工点検の健全度評価システムの概要を図1に示す.

撮影点検の画像を用いてひび割れ展開図等を作成

し,A シートにより点数による机上判定を行う.外力

評価点およびはく落評価点が閾値以上,または三日

月状や閉合ひび割れ等が存在する場合,詳細点検に

移行する.その後,詳細点検結果から B シートを作成

し,覆工スパンごとに6段階(Ⅴ～Ⅰ)で健全度評価を

行う. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 撮影点検状況 写真 2 詳細点検状況 

図 1 覆工点検の健全度評価システム 

表１ 撮影点検と詳細点検の評価の整合性 
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４．点検評価指標の整合性の検討 

前述した表 1 に撮影点検と詳細点検の評価基準の基

本的な整合性を示した.変状には走行の安全を著し

く損なう危険性の高い浮き,剥離および漏水ととも

に危険性の低い単独ひび割れなどが存在する.そこ

で,撮影点検と詳細点検の評価の整合性を検討する

ため,過去に筆者らが提示した性能評価基準 3)を適用

して,覆工の変状の詳細を分類した(表 2 参照).覆工

の要求性能は(①はく落が生じない,②漏水が生じな

い)に着目した.表 2 には①～②の要求性能に対応し

た変状の分類とその詳細を示している. 

５．撮影点検および詳細点検結果の整合性 

変状分類ごとに撮影点検および詳細点検から得られ

たデータを比較し,その整合性を検証する.分析の対

象としたトンネルは在来工法により施工され,1980

年に供用したものである.分析には 2013 年に実施さ

れた撮影点検結果および詳細点検結果を用いた.図 2

は変状分類のうち,ひび割れ系大を例として撮影点

検結果と詳細点検結果を比較したものである.撮影

点検および詳細点検の変状箇所数を比較すると乖離

している覆工スパンが存在する.とくに乖離が大き

いスパンは78スパンである.ここでスパン78に着目

し、詳細点検結果および覆工撮影結果の覆工展開図

を図3および4に示す.詳細点検により浮きおよび剥

離等が検出されている(図 3 参照)が,図 4 では,浮き

および剥離等が検出されておらず,この検出精度の

違いが変状箇所数の乖離する原因だと分かった.こ

の検証を踏まえ,撮影点検では浮きおよび剥離は検

出されておらず,道路管理者が利用者の安全性を損

なうリスクを回避及び軽減するためには,詳細点検

の実施が不可欠ではないかと考える.撮影点検技術

の導入することにより,詳細点検を実施しなくては

いいのではなく,各点検手法の目的および問題点を

認識し,各点検手法を相互に補完することで利用者

に更なる安全なトンネル空間を提供できるのではな

いかと考える.今後は NATM 工法で施工されたトンネ

ル等を対象とし,検証を進めていきたい. 
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表 2 覆工の要求性能と評価指標となる変状の分類 

図 2 撮影点検結果と詳細点検結果の比較例 

図 4 撮影点検による覆工展開図 

図 3 詳細点検による覆工展開図 
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